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サステナビリティ方針・ビジョン / サステナビリティの推進プロセス

ＮＸグループは、これまで進めてきたサステナビリティ経営をより深化させ、実効性の高い施策を

グループ一丸となって遂行するために、当社グループのサステナビリティへの姿勢や創出価値を明ら

かにしたサステナビリティ方針およびビジョンを策定しています。本方針およびビジョンに基づき、

企業理念である“社会発展の原動力であり、物流から新たな価値を創り、信頼される存在である”の体

現と、持続的な成長・企業価値向上を両立し、価値創出を促進していくことにより、サステナビリ

ティ活動においても、グローバル市場で存在感を持つグループとなるべく、取組みを進めています。

ＮＸグループでは、各重要課題（マテリアリティ）の取組み進捗、社会情勢などを踏まえ、サス

テナビリティ推進部が戦略立案・評価・改善を担っています。その実行は各重要課題（マテリアリ

ティ）の担当部署が担い、グループ各社の事業に落とし込みながら、事業ポートフォリオ・事業モ

デルの転換を推進しています。

また、サステナビリティ推進委員会とサステナビリティ協議会においてKPIのモニタリングを行

い、継続的な取組みの改善を図っています。さらに、サステナビリティ経営の推進を加速するため、

NIPPON EXPRESSホールディングス株式会社および日本通運株式会社、一部の日本国内のグルー

プ会社において、役員報酬にESG関連指標を組み込み運用しています。

加えて、職位別の目標を設定し、研修などを通じて社内浸透を図っています。

企業理念

私たちの使命  それは社会発展の原動力であること

私たちの挑戦 それは物流から新たな価値を創ること 

私たちの誇り  それは信頼される存在であること

サステナビリティ
ビジョン

事業を通じて世界の人々のより良い暮らしと持続可能な社会の発展を支える

イノベーションによる新たな価値の創造

重要課題
（マテリアリティ）

事業

事業基盤

安全・コンプライアンス・品質

⚫サステナビリティ方針・ビジョン ⚫サステナビリティの推進プロセス

社会的価値
【安心・安定の提供 / 働く人の幸せ】

環境的価値
【地球環境の保全】

経済的価値
【ＮＸの持続的成長】

サステナブル・ソリュー
ションの開発・強化

グローバル・サプライ
チェーンの強靭化

気候変動への対応強化

イノベーションを生む
人財力の向上

人権の尊重と責任ある企業活動の実現

管理・促進

事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・

事
業
モ
デ
ル
の
変
革

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

企
業
価
値
向
上
の
実
現

サステナビリティ
推進部

サステナビリティ
戦略全体の

PDCA

各マテリアリティ
への取組みの

PDCA

マテリアリティ
所管部

改善

Action

開示

Disclosure

戦略立案

Plan

モニタリング・評価・報告

Check
改善

Action

施策の実行

Do

施策・計画の

進捗管理

Check

施策・計画の立案

Plan

戦略展開

Do

サステナビリティの推進プロセス

ＮＸグループは、従業員、ビジネ

スパートナー、お客様、地域社会

といったステークホルダーと共創

し、実り豊かな未来を目指すこと

で、持続可能な社会の実現を目指

していきます。

ＮＸグループは、自社とお客様の

環境負荷の低減に貢献する事業に

取り組むことで、カーボンニュー

トラル社会の実現や、地球環境の

保全に貢献していきます。

ＮＸグループは、人と人、ビジネ

スとビジネスをグローバルに繋ぎ、

社 会 課 題 の 解 決 に 寄 与 す る ソ

リューションを提供することで、

社会から必要とされる存在として、

持続的な成長を追求していきます。

サステナビリティ方針

サステナビリティビジョン

サステナビリティの基盤

推進体制
サステナビリティ

意識の醸成
KPIモニタリングの

仕組み
業績管理/

投資の仕組み
経営および従業員の

評価/報酬制度
サステナビリティ

人財（質/量）

0



1.0 1.03カラム（9.0cm） 3カラム（9.0cm） 3カラム（9.0cm）1.5 1.5

2カラム（14cm）1.5 2カラム（14cm） 1.5

4カラム（6.5cm）1.5 4カラム（6.5cm） 1.51.0 1.0 1.04カラム（6.5cm） 4カラム（6.5cm）

ナビ
（1.87cm）

1.15

H
14.15
cm

1.6

2.15

1.0

NIPPON EXPRESS HOLDINGS SUSTAINABILITY REPORT 2026 9

社
会
的
価
値

経
済
的
価
値

環
境
的
価
値

ガ
バ
ナ
ン
ス

（
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
）

重
要
課
題

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

Contents

サステナビリティ推進体制

回 開催時期 主な議題

第7回
2025年
3月

• サステナビリティ経営の推進
• 重要課題（マテリアリティ）の推進状況
• 気候変動・人権尊重への取組み

• 非財務情報開示の充実への取組み
• サステナブル・ソリューションの開発・

強化

第8回
2025年
9月

• サステナビリティ経営の推進
• 重要課題（マテリアリティ）の推進状況
• 気候変動・人権尊重への取組み
• 非財務情報開示の充実への取組み

• 重要課題（マテリアリティ）の施策検討
• サステナブル・ソリューションの開発・

強化

1.委員会の
機能・
目的

• サステナビリティ経営に関わる
経営の基本方針、事業活動等の
方針 · 戦略に関する企画 · 立案 ·
提言

• サステナビリティ経営に関わる情
報 、 進 捗 状 況 等 の 取 締 役 会
および経営 · 執行役員会議への報告

2.委員

• 委員長：NIPPON EXPRESS ホー
ルディングス株式会社社長 

• 副 委 員 長 ： 当 社 サ ス テ ナ ビ リ
ティ推進部を所管する本部長

• 委 員 ： 当 社 執 行 役 員 お よ び グ
ループ会社のサステナビリティ
を担当する役員 

• 事務局：当社サステナビリティ
推進部

3.開催頻度 原則年2回
※重要事項がある場合は、臨時開催を行う。

1.協議会の
機能・
目的

• サステナビリティ推進委員会を踏
まえたサステナビリティ経営戦略
の推進状況の共有、指示事項の
確認

• 次回サステナビリティ推進委員
会に向けた、サステナビリティ
経営戦略を進める上での課題等
の議論ならびに報告や提言内容
の整理・確認

2.参加者

• 事務局：NIPPON EXPRESSホー
ルディングス株式会社サステナ
ビリティ推進部

• 参 加 者 ： 当 社 各 部 署 と Ｎ Ｘ グ
ループ会社のサステナビリティ
推進担当

3.開催頻度 原則年2回
※重要事項がある場合は、臨時開催を行う。

サステナビリティ推進体制

サステナビリティ推進委員会 サステナビリティ協議会

サステナビリティ推進委員会の実施実績

グループ各社

物流サポート事業会社

機能会社（グループ向けサービス会社）

海外地域統括会社

日本国内物流事業会社

日本通運株式会社

NIPPON EXPRESSホールディングス株式会社所管部

社長を委員長とするサステナビリティ

推進委員会には、NIPPON EXPRESSホー

ルディングス株式会社の執行役員および

グループ会社のサステナビリティ担当役

員が参画し、グループ全体のサステナビ

リティに関する取組みの加速と実効性向

上に向けた方針の検討および進捗管理を

行っています。

さらに、リスクマネジメント委員会など

の専門委員会では、重要課題（マテリアリ

ティ）に関連する気候変動対応、人権尊重、

従業員エンゲージメント向上といったテーマ

ごとの協議に加え、グループ内で顕在化した

リスクの把握と対応策の検討を行っています。

業務執行面では、サステナビリティ担当

執行役員の統括の下、当社サステナビリ

ティ推進部が中核となり、各担当部署およ

びグループ会社と連携して取組みを推進す

ることで、グループ横断的なサステナビリ

ティ経営の実践を図っています。

取締役会

代表取締役社長

リスクマネジメント
委員会

サステナビリティ
推進委員会

サステナビリティ
協議会

連携
サステナビリティ

推進部
コンプライアンス・

リスク統括部

ＮＸグループでは、サステナビリティ経営を持続的な企業価値向上の根幹をなす経営課題と位置

づけ、取締役会からの監督機能とサステナビリティ推進委員会を中心とした執行体制の両面から、

重要課題（マテリアリティ）の特定・対応を推進しています。

取締役会は、重要課題（マテリアリティ）への取組みの進捗について定期的（年2回以上）に報

告を受け、その達成状況を評価・監督することで、サステナビリティと企業価値向上の実効的な連

動を確保しています。

0
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日本通運株式会社ではドライバー、フォークリフトオペレー

ターの指導層を対象に、NX-TEC伊豆にてサステナビリティに関す

る研修を実施しました。物流業界を取り巻く現状、当社グループ

のサステナビリティの取組みについて学び、自身の日々の運転業

務、倉庫内作業との関連性を考える契機となりました。受講後の

アンケートでは、全ドライバーにエコドライブの意味を教育した

いといった感想も寄せられました。

社内浸透の取組み

ＮＸグループは、サステナビリティ活動の推進に当たり、当社グループの従業員一人ひとりが

日々の事業活動の中で自律的にサステナビリティの取組みを実践し、組織文化として定着すること

を目指し、サステナビリティ全般に係る理解浸透・行動変容を図るための教育・浸透を実施してい

ます。

階層ごとに求められる知識・役割が異なることから、2025年度もサステナビリティ推進に関す

る研修を階層別に実施しました。研修後にはテスト・アンケートを実施し、結果を踏まえた改善の

サイクルを回しています。

対象者 開催時期 研修形式 研修内容 受講者数

NIPPON EXPRESS
ホールディングス
株式会社役員・主要
グループ会社経営者

2025年
7月

外部有識者に
よるセミナー

• サステナビリティ経営を
通じた企業価値向上（先
進企業の事例から）

77人

ＮＸグループ
新入社員（日本国内）

2025年
4月

対面
• ＮＸグループのサステナ

ビリティの取組みと自身
の業務との関連性の理解

912人

ＮＸグループ
経験者採用者

2025年
7月
9月
12月

対面
• ＮＸグループのサステナ

ビリティの取組みと自身
の業務との関連性の理解

71人
（3回合計）

ＮＸグループ
全従業員

2025年
6月

eラーニング
• サステナビリティ経営の

深度化に向けた意義の理
解と実践

日本国内：35,222人
海外：9,951人

計45,173人

2025年
11月

eラーニング
• サプライチェーンにおけ

るCO2排出量の考え方や
算定方法等の理解

日本国内：36,780人
海外：2,314人

計39,094人

⚫社内浸透の取組み

サステナビリティ推進に関する研修の実施

技能系社員向けのサステナビリティ研修の実施

NIPPON EXPRESSホールディングス株式会社は、2025年12月、日本通運株式会社のアカウン

トマネージャー、営業担当者計237名を対象に、お客様のEnd to Endロジスティクスにおけるさ

まざまなサステナビリティ課題を解決するソリューションをテーマに説明会を実施しました。実

際に当社がお客様に提案して採用されたサステナブル・ソリューションの事例説明を受け、自分

の担当するお客様への提案に活用したいとする意見や、顧客担当者ベースでは、まだコスト重視

でサステナビリティの価値を十分に訴求できていないといった課題感も寄せられました。

ＮＸグループでは年に2回サステナビリティ推進委員会の実施時

期に合わせサステナビリティ協議会を実施しています。2025年9月

に行った協議会では、対面・オンラインのハイブリッド形式でグ

ループ各社のサステナビリティ推進担当者36名が参加し、グルー

プ全体の重要課題推進状況を共有、今後の施策、課題についての

意見交換を行いました。

サステナビリティ協議会の実施

サステナブル・ソリューション営業の推進に向けた説明会
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ステークホルダーエンゲージメント

ＮＸグループは、企業理念に基づき、事業を通じて世界の人々のより良い暮らしと持続可能な社

会の発展を目指しています。その実現に向け、多様なステークホルダーとの継続的かつ建設的な対

話を重視しています。当社グループは、ステークホルダーエンゲージメント方針に基づき、期待・

要請・懸念や社会課題を把握し、事業活動に反映することで、社会価値と企業価値の向上の両立を

図っています。

ＮＸグループでは、お客様、従業員、ビジネスパートナー、株主・投資家、地域社会、行政機関

等を主要なステークホルダーと位置づけています。これらは、事業との関連性、社会への影響の重

要性、社会的要請等を踏まえて特定しています。対話に当たっては、テーマの重要性や事業への影

響度を勘案し、必要に応じて優先順位を付して対応しています。

対話を通じて把握した内容は、関係部門で共有・分析し、事業運営上の課題や機会の把握に活用

しています。重要事項は、経営会議および取締役会に報告し、審議の上、事業計画、リスク管理、

サステナビリティ施策、情報開示等に反映しています。

ＮＸグループは、対話を改善につなげる仕組みとして運用しています。苦情・通報等については、

担当部門が適切に調査し、必要に応じて是正措置や再発防止策を講じています。また、対話を通じ

て得られた示唆を踏まえ、取組みや開示内容の見直しを継続的に行っています。今後も、建設的な

対話を通じて信頼関係を強化し、社会課題の解決に取り組んでいきます。

日本通運株式会社は、経営計画2028において「選ばれる企業への変革」を基本方針の一つに掲

げています。その実現に向け、持続的な企業価値向上を目指す人的資本経営を推進する中で、「経

営トップとの接点創出」と「企業理念の浸透」を柱に、エンゲージメント向上を目的とした従業員

コミュニケーションの強化に取り組んでいます。

こうした取組みの一環として、2025年10月30日、「企業理念セッション～共に紡ごう、私たち

のみらい～」をＮＸグループビルにて開催しました。当日は全国から、運動部所属社員やグループ

会社従業員を含む、所属や役職、キャリアの異なる75名が一堂に会し、企業理念をテーマとした

グループセッションの他、社長の竹添、副社長の杉山をはじめとする役員や外部ゲストを迎え、さ

まざまな対話が行われました。

⚫ステークホルダーエンゲージメントの推進 ⚫ステークホルダーエンゲージメントの取組み

従業員と役員との対話

事業活動・経営への反映

基本的な考え方

ステークホルダーの特定と対話

実効性向上に向けた取組み

ステークホルダーエンゲージメント方針

ステークホルダーエンゲージメント方針

対話を通じた学びと今後の取組み

参加者アンケートでは、「人的資本経営、営業強化な

ど、会社の取組みは企業理念に基づいたものであること

がわかった。」「他の参加者と自分の考えの一致があち

こちで感じられ、安心感とモチベーションの向上につな

がった。」「企業理念を自分ごととして考える良い機会

になった。」といった感想が寄せられました。

今回得た気づきや学び、思いを各職場に持ち帰って共

有し、日々の取組みに生かすことで、「選ばれる企業へ

の変革」に向けた企業価値向上の歩みと、一人ひとりの

成長が加速していくことが期待されます。

https://www.nipponexpress-holdings.com/ja/sustainability/engagementpolicy/
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ステークホルダーエンゲージメント

ＮＸグループは、サステナビリティ経営を通じて社会課題を解決することで豊かな未来を創出し、幅広いステークホルダーの皆さまと双方向のコミュニケーションを持つことが、企業価値向上のためには

重要と考えています。

ステーク
ホルダー

方針・取組み内容 主な対話方法（頻度・実績）

株主・
投資家

株主・投資家の皆さまとの建設的な対話が、会社の持続的な成長と中長期的な
企業価値の向上において重要であると認識し、その建設的な対話を促進するた
めの施策や体制整備に取り組んでいます。経営企画部担当役員が統括するIR活
動を通じ、当社グループの経営戦略や経営施策を明解に伝え、理解を得るよう
努めています。
株主・投資家の皆さまからの意見については、半期に1度取締役会へ報告し、社
外役員を含む取締役会での協議の上、経営に反映するように努めています。

【日本国内機関投資家向け】

⚫機関投資家との個別ミーティング
• 代表取締役によるミーティング（2件）
• IR担当役員によるミーティング（2件）
• IR担当者によるミーティング（96件）

⚫社長をスピーカーとするスモールミーティング（1回）
⚫社長およびテーマに応じた担当役員等をスピーカーとするIR Day（1回）
⚫社外取締役をメインスピーカーとするスモールミーティング（1回）
⚫ IR担当者による証券アナリスト等の取材対応（38件）

【海外機関投資家向け】

⚫海外投資家との面談
• 代表取締役によるミーティング（10件）
• IR担当役員によるミーティング（20件）
• IR担当者によるミーティング（64件）

⚫証券会社主催のコンファレンス参加（3件）

【個人投資家向け】

⚫説明会（2回）

お客様
法令等の遵守に加え、お客様からのニーズを把握し、環境・社会に配慮した高品
質なサービスの提供を行います。また、必要な情報の提供や相談受付などの相互
コミュニケーションによる要望の収集によりサービス向上・改善に努めます。

⚫展示会・説明会・セミナー（随時）
• 日本通運株式会社、「アジア・シームレス物流フォーラム2025」、

「国際物流総合展2025」に出展

⚫電話、WEBサイトでの相談受付（日常的） ・お客様アンケー
ト（随時） など

従業員

従業員が幸せにモチベーション高く働くことが、お客様、株主、社会に対して
の価値創出につながると考え、ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョ
ンの推進や人財育成など、多様な人財が能力を発揮し活躍できる環境の整備、
施策の実行に努めます。

⚫タウンホールミーティング
• ＮＸグループの方向性、ビジョン、経営トップの考え方を従業員一人

ひとりに正確に伝えるために、経営トップと従業員が直接対話できる
「タウンホールミーティング」を実施

• 社長、副社長をはじめ経営幹部が各職場に赴き、直接対面で会社の方
向性を示し、従業員の考えを聴く機会を設定

• 2025年度は46回実施し、従業員413人がこれに参加

⚫  内部通報制度
• 「ＮＸスピークアップ」、「ＮＸグローバルスピークアップ」

⚫個人面談（随時）
⚫社内アンケート（随時）
⚫コンプライアンス意識調査（定期的）
⚫社内報（専用WEBサイトで随時更新） など
⚫ＮＸグループエンゲージメントサーベイ（年1回）
⚫社内公募制度（ポスキャリ）の実施（年172ポスト）

ビジネス
パートナー

（関係・協力会社）

ビジネスパートナー（関係・協力会社）と共に公正・公平な取引を行い、法令
等の遵守に加え、安全・人権・環境等の課題に対しサプライチェーン全体で対
処します。

⚫会議・説明会（随時）など
• 物流現場の自動化・省力化・効率化を目指して、各種展示会への参

加・ベンダーからの情報収集を実施。得られた情報・知見を社内共有
し、物流現場の効率化につなげている

⚫パートナーシップ安全協議会（年1回）

地域社会
ＮＸグループが地域社会に対して与える影響を理解し、事業活動・社会貢献活
動を通じて、地域の持続的な発展・振興に寄与します。

⚫講演・教育の場への講師派遣（随時）
⚫社会貢献活動（随時）
• 森林育成活動（年2回）など

行政機関等
各国の行政機関や自治体等の各種法令の遵守に加え、行政機関や自治体等と連
携した事業の検討・推進により産業振興に貢献します。

⚫委員会・協議会・会議（随時） など
• 経済産業省主催のGXリーグ（カーボンニュートラルへの移行に向けた挑戦を果敢に行い、国際ビジネスで勝てる企業群がGXを牽引する枠

組み）に参画
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サステナビリティ経営の戦略

ＮＸグループのサステナビリティ経営では、企業価値の向上

とサステナビリティビジョンの実現の両立を目指しています。

企業価値向上に向けては、①重要課題（マテリアリティ）の解

決に向けた取組み推進、②ESG評価／規制を用いた取組みの高

度化・開示拡充の2つの観点から、当社グループの強みの強化

と新価値の創出によるROE向上、ならびに事業におけるリスク

の低減を通じたPER向上（期待利益成長率の向上・株主資本コ

ストの低減）を目指します。

ＮＸグループの長期ビジョン「グローバル市場で存在感を持つ

ロジスティクスカンパニー」の実現に向けて、サステナビリティ

経営の長期ロードマップの下、2軸それぞれマイルストンを設定し、

着実に取組みを推進します。①5つの重要課題（マテリアリティ）

の解決に向けては、各マイルストンの達成に向けた計画を策定・

実行し、KPIに基づくモニタリングにより進捗を検証した上で、

結果に応じて施策を見直すPDCAを継続的に運用しています。

これまでにも、計画と進捗状況とのギャップを踏まえ、一部

の取組みを拡充しています。

今後も、KPIによる定量管理を通じて継続的に取組みのアッ

プデートを行い、財務・非財務資本の強化につなげていきます。

②非財務情報開示の充実化については、DJBICI（旧DJSI）※1

評価の向上に取り組むとともに、法定の開示規制対応を各所

管部・グループ各社と連携し具体的に進めています。

このように①重要課題（マテリアリティ）の解決に向けた

取組み推進と②非財務情報開示の充実化を両輪として進めることで、

ROEおよびPERの向上を通じて企業価値の一層の向上を図ります。

企業価値の向上

重要課題（マテリアリティ）の

解決に向けた取組み推進

ESG評価／規制を用いた

取組みの高度化・開示拡充
1 2

PBR,時価総額

事業における

強みの強化と新価値の創出

ROEの向上

事業における

リスクの低減

（期待利益成長率の向上・株主資本コストの低減）

PERの向上

サステナビリティ経営推進の長期ロードマップ

長期ビジョンの実現
グローバル市場で存在感を持つロジスティクスカンパニー

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2037

重
要
課
題
（
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
）
の
推
進

サステナブル・ソリュー
ションの開発・強化

グローバル・サプライ
チェーンの強靭化

気候変動への
対応強化

イノベーションを生む
人財力の向上

人権の尊重と責任ある
企業活動の実現

非
財
務
情
報
の

開
示
強
化

DJBICI（旧DJSI）※1

評価の向上

開示規制
対応

CSRD

SSBJ

GAM/GTA、JAMを中心に推進 事業における差別化・競争力強化

ソリューション・KPIの定義● ▲目標値の設定

デジタルとデータを活用したサステナブルなロジスティクス

Scope1,2,3の削減

●SBT短期目標の認定

サプライチェーンの人権尊重による企業リスクの低減と事業機会の維持・創出

価値を創出する人財総合力の向上と経営と連動した人財戦略の推進

SBT短期目標の達成▲

ＮＸコアエンゲージメントスコア76pt以上▲

●社内外人権DD開始 ●社外人権DD拡大

開示規制対応と併せて取組み・開示を拡充

欧州任意開示

対応整備

企業価値向上に重点をおいた
取組み・開示を拡充

Asia Pacific Index入り▲ World Index入り▲

欧州法定
開示

運用実施

グループ法定開示

※1 Dow Jones Best-in-Class Indices
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重要課題（マテリアリティ）への取組みによる非財務資本の強化、目指す姿の実現

重要課題（マテリアリティ）への取組みを通じて非財務資本の強化を図り、その基盤の下事業活動を展開することで、企業価値向上とサステナビリティビジョンの実現を目指しています。各指標は概ね着実に

進捗しています。進捗が順調なものは取組みを継続し、進捗が十分ではないものは原因特定と対策立案を図り、引き続きROE・PERの向上を追求していきます。

サステナビリティ経営の目指す姿

企
業
価
値
の
向
上
（
Ｐ
Ｂ
Ｒ
向
上
）

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

ROEの向上
（財務資本の強化）

PERの向上
（期待利益成長率の向上、
株主資本コストの低減）

安心・安定の提供
働く人の幸せ

社会的価値

地球環境の保全

環境的価値

ＮＸの持続的成長

経済的価値

人権の尊重と責任ある企業活動の実現

⚫ コンプライアンスの徹底

⚫ 安全・安心の確保

⚫ 人権尊重への取組み

イノベーションを生む人財力の向上

⚫ 優秀な人財の確保・育成

⚫ Well-beingの充実

⚫ DE&Iの推進

気候変動への対応強化

⚫ Scope1：化石燃料使用に伴うCO2排出量の削減

⚫ Scope2：電力使用量の削減、再エネ導入の拡大

⚫ Scope3：利用運送に伴うCO2排出量の削減、
 産業廃棄物の排出削減

サステナブル・ソリューションの開発・強化

⚫ マテリアリティ・ソリューションの強化

⚫ 脱炭素ロジスティクス・ソリューションの強化

⚫ DX推進によるロジスティクス・ソリューションの強化

グローバル・サプライチェーンの強靭化

⚫ リスクに対する事業基盤の強化

⚫ ITインフラの整備とセキュリティレベル向上

⚫ DX推進によるロジスティクスの高効率化、高品質化、高収益化

重要課題（マテリアリティ）・施策

収益化

事
業
活
動
・
事
業
の
成
長
戦
略
の
推
進

非財務資本の強化

顧客・社会の課題解決力

顧客の課題解決力の強化
⚫ 営業ナレッジコンテンツ数
⚫ リリース済みソリューション数

新規顧客の獲得、既存顧客の深耕
⚫ 顧客数/取引量の増加数

顧客のCO2排出量の削減貢献量の増加

社会関係資本 自然資本

売上拡大 利益率向上 売上拡大 利益率向上

高い品質・生産性・安定性を生む強い現場力 顧客の持続的成長を支える
サプライチェーンパートナーとしての信頼

生産性向上によるオペ
レーション力の強化
（人以外）
⚫ 自動化技術導入に

よる作業の削減時間
累計（2023年比）

グループ全体に係る
リスクマネジメント
体制整備
⚫ リスク管理研修

受講率

DX人財の育成・獲得
⚫ DX人財専門教育プロ

グラム累計受講者数
現業の効率化・省人化
⚫ 事業の改革による生

産性向上効果額累計

CO2排出量の削減貢
献量の増加

CO2排出量の削減
⚫ Scope1排出量
⚫ Scope2排出量
⚫ Scope3排出量

製造資本 知的資本 人的資本 社会関係資本 自然資本

リスク低減リスク低減 利益率向上利益率向上 リスク低減

強化前年比： 維持 低下

価値創造の源泉となる人財・組織文化 従業員（将来含む）・サプライヤー・社会からの信頼

人財の維持・強化
⚫ ＮＸコアエンゲージメントスコア
⚫ 人的資本ROI
⚫ 平均勤続年数
価値創造を支える多様な人財
⚫ 女性管理職比率

信頼される業務の維持・強化
⚫ 内部通報制度 通報・相談件数
安全・高品質な輸送・作業ノウハウ
の蓄積
⚫ 安全品質管理標準に基づく自主点

検適正率

人財ポリシーに基づく職場環境の構築
⚫ ＮＸコアエンゲージメントスコア
コンプライアンス違反の撲滅
⚫ コンプライアンス違反による法的措置を伴う重

大事件発生件数
重大事故・災害の撲滅
⚫ 重大交通事故・重大労働災害・重大貨物事故件数

人的資本 知的資本 社会関係資本

リスク低減売上拡大投資効率の改善 リスク低減

知的資本

売上拡大 利益率向上
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中長期の環境変化を捉えた重要課題（マテリアリティ）

重要課題
（マテリアリティ）

選定理由
自社へのインパクト

環境・社会へのインパクト※1

事業を
通じた

価値創出

価値創出
の

源泉

価値の
毀損の
回避リスク 機会

サステナブル・

ソリューションの

開発・強化

あらゆる企業において、その事業が

立脚する自然環境や社会・産業の持

続性が重視されているため、社会・

産業全体の維持・最適化を図るサー

ビスを提供する

•社会課題へのソリュー

ションを提供する競合へ

の既存顧客の移行

•顧客ニーズへの対応によ

る売上拡大

社会的価値 •事故災害のない安全な社会の実現

○環境的価値
•循環型社会への貢献

•カーボンニュートラル社会実現への貢献

経済的価値 •イノベーティブな社会の実現

グローバル・

サプライチェーンの

強靭化

社会インフラを支える企業として、自

然災害やパンデミック等の非常事態、

労働人口減少においても物流を維持す

ることで社会の安定に貢献する

•オペレーション停止によ

る顧客からの信頼毀損

•人財不足による事業成長

の阻害

•安定したサービス提供への

信頼向上による売上拡大
社会的価値 •安定的なサプライチェーンの実現 ○ ○

気候変動への

対応強化

政府による2050年カーボンニュート

ラル宣言や気候変動への国際社会の

強い要請に応え、コーポレートシチ

ズンとしての責務を果たす

•顧客やサプライヤーから

の取引停止リスク

•環境対策を進める競合へ

の既存顧客の移行

•顧客ニーズへの対応によ

る売上拡大
環境的価値 •カーボンニュートラル社会への貢献 ○

イノベーションを生む

人財力の向上

自社事業の価値の源泉である従業員

に対して投資することで、従業員の 

Well-being の追求、エンゲージメン

ト向上、多様な人財の能力発揮を促

し、価値創出の基盤を強固にする

•高い専門性を有する人財

の維持・獲得リスク

•現場での人手不足による

競争力低下

•人財育成を通じた生産

性・品質向上

•イノベーションの促進

社会的価値
•働く人の幸せ 

•公平で安定的な雇用の提供 

○ ○

経済的価値 •選ばれ続けるロジスティクスカンパニー

人権の尊重と

責任ある企業活動の

実現

コーポレートガバナンス、腐敗防止や

人権尊重への社会からの要請に応え、

強固な事業基盤を醸成し、従業員・社

会から信頼される企業であり続ける

•訴訟リスク

•顧客やサプライヤーから

の取引停止リスク

•レピュテーション向上に

よる人財獲得や 顧客・取

引先開拓の効率向上

社会的価値

•事故災害のない安全な社会の実現 

•働く人の幸せ 

•公平で安定的な雇用の提供 ○ ○

経済的価値
•選ばれ続けるロジスティクスカンパニー 

•公平で安定的なビジネス機会の提供

ＮＸグループでは、中長期的な環境変化が自社の財務・事業に及ぼす影響と、自社の事業活動が環境・社会に与えるインパクトの双方を評価するダブル・マテリアリティの観点から、事業戦略および価値

創造との関係性を踏まえ、重点的に取り組むべき重要課題（マテリアリティ）を特定しています。以下では、特定した各マテリアリティについて、関連するインパクト・リスク・機会（IRO）と価値創造

との関連性を説明します。

※1 環境・社会へのインパクトの記載は、サステナビリティ経営の目指す姿として、サステナビリティビジョンで定義している「社会的価値・環境的価値・経済的価値」に沿って記載。サステナビリティビジョンの詳細は、P.02を参照
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重要課題（マテリアリティ）の特定・見直しプロセス

ＮＸグループでは、欧州の開示規制への対応を契機に、ダブル・マテリアリティに基づき重要課

題（マテリアリティ）を特定しています。環境・社会課題が当社グループの収益性や資本コスト、

事業継続性に与える財務的影響と、当社グループの活動が環境・社会に与えるポジティブ／ネガ

ティブな影響の双方を評価し優先度を判断しています。

具体的には、STEP1「候補テーマのリスト化」で主要なサステナビリティフレームワークや欧州

開示規制、全社的リスク管理で特定した重要なインパクト・リスク・機会（IRO）を参照し候補

テーマを抽出します。STEP2「ステークホルダー視点」、STEP3「ビジネス視点」で優先度を分

析し、STEP4で二軸のマテリアリティマトリクスとして整理、取締役会での審議・決議により重

要課題として確定しています。特定した重要課題（マテリアリティ）は中長期の経営戦略・資本配

分・KPIに反映し、規制や事業環境の変化を踏まえ定期的に再評価することで、企業価値向上とサ

ステナビリティを一体的に推進しています。

主
要
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
課
題

環境的価値 社会的価値 経済的価値 ガバナンス

•気候変動への対応強化

•サステナブル・
ソリューションの開
発・強化

•資源循環の推進

•大気・土壌などの汚染
防止

•生態系の保全

•適正な水利用

•人権の尊重と責任ある
企業活動の実現

•平等・格差の是正

•イノベーションを生む
人財力の向上

•健康・福祉

•グローバル・サプライ
チェーンの強靭化

•サステナブル・
ソリューションの開
発・強化

•グローバル・サプライ
チェーンの強靭化

•人権の尊重と責任ある
企業活動の実現 

•リスクマネジメントの
強化

⚫ ビジネス観点の機会・リスクの把握

⚫ 経営意思の確認によるビジョンとの整合

⚫ SDGs 、 GRI 、 ESRS 、
SASB、MSCI、WEF提唱
のステークホルダー資本
主義におけるテーマを基
に、当社グループが取り
組むべき社会課題を抽出

⚫ 国際標準と比較した自社状況の分析

⚫ ステークホルダーからの自社に対する
期待・要請の把握

⚫ ステークホルダー視点の優
先度とビジネス視点の優先
度を掛け合わせた重要課題
（マテリアリティ）の選定

有価証券報告書

有価証券報告書
統合報告書

統合報告書

重要課題（マテリアリティ）の特定ステップ※1

※1 事業関連のリスク対応については、有価証券報告書を参照。事業環境分析については統合報告書「事業環境分析」ぺージを参照

重要課題
（マテリアリティ）

ビジネス視点の優先度

（環境・社会課題が当社に与える財務的な影響）

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
視
点
の
優
先
度

（
当
社
活
動
に
よ
る
環
境
・
社
会
に
与
え
る
影
響
） ● 事業を通じた価値創出に係るテーマ（Value Creation）

● 価値創出の源泉につながるテーマ 

● 価値の毀損の回避につながるテーマ（Risk Mitigation）

重要課題（マテリアリティ）

サステナブル・ソリューションの開発・強化

グローバル・サプライチェーンの強靭化

気候変動への対応強化

イノベーションを生む人財力の向上

人権の尊重と責任ある企業活動の実現

長期ビジョンを達成するために、事業活動において、

直近で優先的に資本を投下し着手する。

雇用の創出健康・福祉

平等・格差の是正

大気・土壌などの汚染防止

資源循環の推進

適正な水利用

生態系の保全 貧困・飢餓

リスクマネジ
メントの強化

重要課題（マテリアリティ）マトリクス

当サステナビリティレポートでの記載箇所

P.22-36 P.37-66 P.67-68 P.69-84

STEP1

候補テーマの
リスト化

STEP2

ステークホルダー視点
（当社活動による環境・社会に

与える影響）での優先度分析

STEP4

重要課題
（マテリアリティ）

の選定

STEP3

ビジネス視点
（環境・社会が及ぼす当社への

影響）での優先度分析

https://www.nipponexpress-holdings.com/ja/ir/library/securities/
https://www.nipponexpress-holdings.com/ja/ir/library/annual/
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